
読み書き支援教材の必要性と
具体的な活用法

会場：山形テルサ
●山形市双葉町 1-2-3（JR 山形駅より徒歩 10分）

・研 修 会
・体 験 会

13：30～15：00
11：00～16：0011/2 日

園や学校、家庭での苦手をサポートして
くれるさまざまなメーカーの教材や、
市販されている文房具・道具を集めて
展示します。実際に見てさわって
体験できる機会をぜひご活用ください！

発達支援研修会

2025

「できるびより」は、子どもの成長段階や個性に合わせた支援教材や支援グッズを
開発・製造しています。また、セミナーの主催や展示会の開催、各種学会への出
展など、子どもの支援の輪を広げるために、さまざまな取り組みをしています。
　私たちの取り組みが、子どもにかかわる全ての人に届くことを願い、日々活動
しています。

2008 年 3 月に札幌医科大学保健医療学部作業療法科を卒業。同年 4 月に北海道済生
会みどりの里に入職。作業療法士として発達障害外来と重症心身障害児・者の臨床・
研究に従事するとともに、幼稚園・小学校などへの訪問支援や地域支援事業者との連
携を行っている。

研修会の
お申込みは
こちらから！

講 師
佐藤　匠 先生

● 開催日時：
● 参 加 費：

2025年11月２日(日)　13:30～15:00
無 料　 　 ● 定 員：50名（先着順）

【主催】 【後援】 【お問い合わせ】

北海道済生会みどりの里／作業療法士／修士（作業療法学）／
感覚統合療法認定セラピスト

佐藤 匠 先生  プロフィール

支援教材・グッズ体験会支援教材・グッズ体験会支援教材・グッズ体験会
参加
無料

予約
不要

同時開催！

本研修会では、学習に困難を抱える子どもたちへの理解を深め、支援の考え方についてお伝えします。また、「できるび
より」教材の活用方法について、事例を交えてご紹介します。発達や学習スタイルの多様性を踏まえながら、子ども一
人ひとりに合った支援のあり方を考えるとともに、語彙・ひらがな・書字・運筆などのスキル向上に役立つ教材の使
い方を、作業療法士としての専門的な視点から提案します。

＜研修会＞３階　研修室A　 ＜体験会＞３階　研修室B
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